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東京大学本郷キャンパスには江戸時代の大名庭園の遺構である育徳園が現存する．明治政府による欧化

政策やキャンパスの狭隘化があったにもかかわらず，その園池である心字池（三四郎池）が失われること

が無かった．本研究では，東京大学成立以降の育徳園の変遷を，ほぼ毎年のキャンパス平面図から整理し，

その要因について，主たるキャンパス計画関係者にまつわる文献をもとに論じた．本研究において，育徳

園における回遊式庭園の要素である築山，氷室，御亭は明治以降徐々に失われ，明治後期から大正初期に

かけて消滅したこと，池の保存には，各時代のキャンパス計画者にとっての日本庭園の要素として扱われ

たことが影響しているということが明らかになった． 
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１．はじめに 
 

(1)背景 

 東京大学（以下，東大）本郷キャンパスが加賀藩前田

家の大名屋敷の跡地をその敷地の一部としていることは，

赤門の存在によってよく知られている．キャンパスの中

央を占める三四郎池とその周辺一帯も，赤門同様江戸時

代の遺構であり，育徳園と名付けられた大名庭園であっ

た． 

 現在，東大では，本郷キャンパスの再開発計画におい

て，歴史的環境の継承を目標としており，こういった歴

史的環境の保存や利活用が求められている．しかし，東

大キャンパス内の歴史的資産の保存に関する過去の取り

組みなどを詳しく扱った研究は少ない． 

 東大のキャンパスを扱った既往研究としては，寺崎昌

男「キャンパスと校地」
1）がある．東大のキャンパス用

地選定の経緯や，関東大震災後の校地移転問題について

詳細に述べられている． 

 また，本郷キャンパスについては岸田省吾による「東

京大学本郷キャンパスの形成と変容に関する研究」
2）， 

西村公宏「明治期，大正前期における東京帝国大学本郷

キャンパスの外構整備について」
3）がある．前者は東大

本郷キャンパスおよび欧米大学の7地区の形成過程を，

オープンスペースの編成形式の観点から分析している．

また後者は関東大震災前の東京（帝国）大学本郷キャン

パスについて，その外構整備の特色を，関係文書に見ら

れる関係者と外構のかかわりから考察したものである． 

 しかし，江戸時代の遺構が文明開化の時代を生き延び，

関東大震災やキャンパス内の建て詰まりにあっても失わ

れなかった背景は，これまで明らかになっていない． 

 

(2)対象地，目的，手法 

 本研究は，対象を本郷キャンパスの中心に位置し，現

在は「三四郎池」という呼び名で親しまれている池とそ

の周囲の歩行空間を含む「育徳園」に絞った．その明治

以降の施設配置がどのようにして変遷していったのかを

明らかにすることを第一の目的とし，その上で育徳園と

いう庭園空間が文明開化の時代を生き延び，関東大震災

やキャンパス内の建て詰まりにあっても失われなかった

要因について考察した． 

 研究には一次史料として，東大開校以降ほぼ毎年存在

するキャンパス平面図を用い，その年代毎の変化を整理

した．これと併せて，写真や文献などの二次史料から，

育徳園の変化及び保存の要因を考察した． 



 

表-1 育徳園の変化とキャンパス計画者に関する年表 

 

 

 

２．育徳園の施設と機能の変遷 

 

(1)本郷キャンパス創成期（明治9年-明治21年） 

 現在の東大本郷キャンパスの敷地の大半は，加賀藩前

田家が将軍から与えられた拝領屋敷地である．この加賀

藩本郷邸に1629（寛永6）年の徳川秀忠・家光が来邸した

際に修造され，その後1655（明暦元）年には庭園の修築

がなされたとされる．1）当時の庭園内は，大名庭園に多

くみられる，回遊式庭園の特徴を満たす構造であり，泉

水（心字池），つき山（栄螺山），四阿（からかさ亭な

ど）の存在が史料2）から確認できる．育徳園の基本的な

形態はこの時点でほぼ整えられたと考えられる（図-１）． 

 しかし，1853（嘉永6）年のペリーの浦賀沖来航に伴い，

江戸城下や江戸湾警護による藩財政の圧迫，参勤交代の

緩和による本郷邸利用頻度の低下などから，庭園の管理

状態が悪化した．さらに明治維新後，加賀藩本郷邸は官

有地化され，育徳園を含む区域は1871年に文部省用地と

して接収されたが，それ以降しばらくの間はほとんど手

入れされず，荒れるまま，雑草が生い茂り，枯れ枝が多

く転がっていたという．5）6） 

 

図-1 幕末期(1840～1845頃)
 
の育徳園周辺図

3)） 

 
図-2 1880年頃の育徳園周辺図 4） 

a)育徳園とその周辺の変化 

 将軍への氷献上のための施設である氷室，庭園の眺望

及び休憩ポイントであった御亭がその役目を終え失われ

た．この時点で回遊式庭園としての要素が失われつつあ

った．また，大々的な庭園内の改修や利用が行われてい

なかったということも確かめられる（図-2）． 

b)キャンパス計画者の動向（J.コンドル） 

 1886（明治19）年のキャンパス平面図に見られる，育

徳園西の法科・文科大学校舎は，イギリス・ロンドン出

身の建築家で，工部大学校で教鞭をふるったジョサイ

ア・コンドルの設計によるものである．彼は1877年に来

日し，キャンパス全体を描いた「東京大学建物配置案」
7）と称するキャンパス計画を残している．実際に建てら

れた施設群は配置案通りとはいかなかったものの，以降



 

のキャンパス内施設配置に大きな影響を与えたと考えら

れる． 

 また，コンドルは日本趣味でも知られ，外国人による

最初の日本庭園研究の本格書「LANDSCAPE GARDENING IN 

JAPAN」（1893）を刊行しており，日本庭園への畏敬の念

から育徳園に手を加えなかったものと考えられる． 

 

図-３ 1886年 の育徳園周辺図 ４)に筆者加筆 

 

(2)コンドル退任から関東大震災まで（明治21年-大正12

年） 

 1877（明治10）年の東京大学誕生以降，医学部に続き，

法・文・理・工学部の移転をもって，東京大学（1886年

から帝国大学，1897年から東京帝国大学）の原型が形成

された．この後，キャンパスには次々と校舎など大学施

設が立ち並び，明治30年代後半には建て詰まりが始まり，

狭隘の度合いが増した． 

 1895（明治28）年には正門一帯が整備され，街路に面

した領域では整然とした景観が見られるようになる． 

 しかし一方で，街路に面さない裏の領域では，次々と

施設が建造された．特に医院との敷地入れ替えで育徳園

付近に移転した医科大学では，衛生・生理・医化学・薬

物教室が中央に講堂を共有する一群の建築が裏のスペー

スを占め，赤門を移動させるまでに至った（図-4）．8） 

 

図-4 1907年 のキャンパス施設配置図 ４)に筆者加筆
 

a) 育徳園周辺の変容 

 池の東部に御殿（山上会議所），北部に第一学生控所

が建てられるなど，庭園空間内に施設が建ち始めた．次

に池の西部，サザエ山が削られ，その土で池から流れ出

ていた水路が埋められた．また，その後新たな苑路が整

備され，この時期に回遊式庭の特徴はほぼ失われたと言

える（図-5）． 

 
図-5 1892-1893年（左）と1913-1914年（右）の育徳園

周辺図の比較 ４)に筆者加筆 

b) キャンパス計画者の動向（濱尾新） 

 第3，8代の東大総長（1893-1897年，1905-1912年）を務

め，正門一帯の整備，安田講堂の配置決定，銀杏並木の

整備などを行った濱尾新は，その功績から土木総長と呼

ばれた．9） 

「只濱尾道路と言はれる位に，大學内の道路を善くした

り，樹木を能く植ゑ込んだり，庭園を能く手を入れる人

（中略）庭園などには餘程興味があつて，今日の東京大

學の正門眞直ぐの途に銀杏樹をうえたのだのも皆濱尾さ

んのやつた事だ」10） 

「池をさらひ，周りに路を作り石を据ゑたのも学生をな

るべく散歩にも外にも出さぬ總長の心くばりがあったの

だ」11）  

「濱尾さんは植樹が好きで日曜日などよく一人で来られ

てこの附近(育徳園)の植込への指圖をしたものです」12） 

上記のような言説が残されており，自身の日本趣味13）を

発揮し，濱尾新にとっての日本庭園を作り上げたと考え

られる． 

 

(3)震災復興から敗戦まで（大正12年-昭和20年） 

 1923（大正12）年9月1日の関東大震災は，本郷キャン

パスに甚大な被害を与えた．キャンパス内の被害及び復

興の様子については，多くの文献によって明らかにされ

ている．14） 

 地震の発生により医学部校舎，工学部校舎の薬品棚倒

壊が引き起こされ，火災が拡がったため，焼失した建物

は医学部校舎の近くに位置する育徳園の周辺に集中した．

育徳園内の第一学生控所，本部会議所（山上会議所）も

焼失した． 15） 



 

a)育徳園周辺の変容 

 震災復興後，配置図上の苑路は大きく変わり，細かく

描かれた． 育徳園西には図書館の建設に際して藤棚（パ

ビリオン）が設置されている．また，図書館の周囲の街

路によって，庭園と施設領域の境界が明確になった．

(図-5) 

 

図-5 図書館完成時（1928年）の育徳園西側図16）に筆者加筆 

b)キャンパス計画者の動向（内田祥三） 

 震災後2ヶ月の間に，内田祥三は3つのキャンパス全体

計画案を立案した．17）育徳園内については3つの案いず

れもほぼ同じ平面図を描いている．その計画から育徳園

の周囲には広幅員の道路を配置し，庭園と周囲との境界

を明確化している． 

 復興の基本方針として，火災による被害を最小限とす

るために建物の周りに広い空地を作ること，そして建築

物のデザインと高さの統一，諸施設の配置を秩序立てる

ことが挙げられる．18）震災時，三四郎池を取り囲む建物

に次々と火がつき，三四郎池東丘上へと拡大していった

とされるが，当時の被害状況から，火災は運動場や育徳

園に遮られるように鎮火していること，三四郎池の池水

が消火用水として利用された19）ことから，復興計画を策

定する中において，三四郎池の防災の観点から，保全さ

れたと考えることができる． ゆえに，この育徳園を取巻

く道路の配置・設計にも火災による延焼の防止が意図さ

れたことがわかる． 

 また，育徳園内部については，図書館前庭の噴水を池

に落とすための滝や，苑路，御亭の整備を行っている．

よって，内田がゴシック風建築や軸線を基本とした街路

に象徴されるキャンパス整備を行う中で，育徳園は日本

的な空間として保っておくべきと捉えられていたものと

考察できる． 

 

 

３．結論 

 

(1)成果 

 本研究の成果は以下の３つである． 

・明治以降の育徳園の変遷過程を把握したこと． 

・江戸時代から残されてきたものは池と小島のみである

ということを明らかにした． 

・育徳園はそれぞれ，J.コンドルにとっては日本文化の研

究対象であり，濱尾新にとっては趣味の対象，内田祥三

にとっては防災の一拠点かつキャンパスに必要な日本的

な空間の一つであったことを明らかにした． 

 

(2)今後の課題 

 まず，育徳園内の空間の変遷を追うために生態系の変

遷を調査する必要がある． 

 また，キャンパス計画者の考えが，育徳園の変遷に大

きな役割を果たしていたことから，同じく構内に残る遺

構である赤門についての調査比較が必要であろう． 
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